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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成28年4月28日(2016.4.28)

【公開番号】特開2014-177085(P2014-177085A)
【公開日】平成26年9月25日(2014.9.25)
【年通号数】公開・登録公報2014-052
【出願番号】特願2013-53996(P2013-53996)
【国際特許分類】
   Ｂ２８Ｄ   1/24     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  33/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２８Ｄ    1/24     　　　　
   Ｃ０３Ｂ   33/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月14日(2016.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周縁に刃先に対し直交する溝が形成され、該溝の周方向に対する端部に面取部が形成さ
れているスクライビングホイール。
【請求項２】
　前記溝の周方向に対する端部の両側に面取部が形成されている請求項１に記載のスクラ
イビングホイール。
【請求項３】
　前記溝の周方向に対して垂直な方向の端部に面取部がさらに形成されている請求項１又
は２に記載のスクライビングホイール。
【請求項４】
　請求項１～３いずれかに記載のスクライビングホイールを有するスクライビング装置。
【請求項５】
　基材の周縁に砥石を用いて溝を形成する工程と、
　前記溝の周方向に対する端部を面取りする工程と、
　を含むスクライビングホイールの製造方法。
【請求項６】
　面取りを、前記溝の周方向に対する両端部に行う請求項５に記載のスクライビングホイ
ールの製造方法。
【請求項７】
　面取りを、レーザ加工により行う請求項５又は６に記載のスクライビングホイールの製
造方法。
【請求項８】
　前記溝の周方向に対して垂直な方向の端部を面取りする工程、
　をさらに含む請求項５～７いずれかに記載のスクライビングホイールの製造方法。
【請求項９】
　前記溝を形成する工程において、基材の周縁全体にわたるように複数の溝を形成し、
　面取りを、二つの前記溝で挟まれる稜線の周方向の長さに対して２０～４０％の範囲で
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行う請求項５～８いずれかに記載のスクライビングホイールの製造方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の一つの態様に係るスクライビングホイールは、周縁
に刃先に対し直交する溝が形成され、該溝の周方向に対する端部に面取部が形成されてい
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の他の態様に係るスクライブ装置は、周縁に刃先に対し直交する溝が形成され、
該溝の周方向に対する端部に面取部が形成されているスクライビングホイールを有する。
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